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   リチウムイオン二次電池は、高出力、高エネルギー密度などの利点があり、モバイル機器や

自動車などのエネルギー源として広く利用されるようになった。しかし、有機電解液を用いる

ため発火や発煙の危険性がある。さらなる性能向上のために、さまざまな技術の開発が活発で

ある。特に自動車への応用では安全性が重要な要素であり、そのために有機電解液を使わない

全固体電池が開発されているが、実用化のためには、さらなる技術開発が必要である。また、

負極活物質としては、グラファイトが用いられているが、高容量のシリコンの使用が試みられ

ている。 

一方、リチウムイオンの吸蔵放出に伴い、スピネル構造とロックサルト構造が可逆的に変

化するチタン酸リチウム（LTO）は、リチウムイオン二次電池の負極活物質として優れた特長

を持っている。1-3)リチウムイオンの吸蔵放出による体積変化がほとんどなく、寿命が長

い。放電時には高抵抗なシェル層が生成されるため、ショートなどによる過電流を抑制す

る。 

 LTO 粒子は、リチウムイオンの吸蔵放出に伴い、その粒子内の構造が変化する興味深い

現象を示す。本研究では、LTO を負極活物質としたリチウムイオン二次電池を試作し、リ

チウムイオンが吸蔵放出される際の状態変化の観察を試みた。リチウムイオンの吸蔵放出

に伴い電子伝導性が変化するので、我々は、この変化に着目し、リチウムイオン移動を捉

えられると考えている。 
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